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特集 f積雪寒冷地における緑化工技術の現状と課題J(1I) 

GISを用いた北海道音更町における耕地防風林の評価

辻 修1)・京間寿美三}・武田一夫1)・土谷富士夫1)

1)手持L志望器産大学 Obiliiro Univ. of Agriculture and Veterinary Medicine 

摘要:ETt<のI側聞にf立臨するJt拍五置の匂f勝地方務箆開Iにおいて.GIS上に朝関!III;!!材;!:O)ヂ一世ベース在構築す

る己とにより，その実態を明らかにし，調担ωJ脚本の減少に樹止めを力三けることを目的とした。その結込正H世
田Iの*1!l也1泊鼠林延f誌は.1995年が242.3km.2ω3 11'が 255.0kr認であり，この 8 iFI!llで 12.7主m~U刑した。
紛帥r;，.lU綱領別経説割合は.2田沼年度においてカラマツ (Larix加問，pftri世.amb.)Car吋ere)74.9%.シラ

カンパ (Belulaplalj事刷!a抑制曲師団cja.抑加伽liq.)Hara)立5%. トドマツ(IIbj.出血chal:白州sFr.Schm.) 
3.0%.アカエゾマツ仇iceagleJmii (Fr. sch乱.)M酪t剖心 0.5%.その他12.1%であったの*1!l副首，JiIi¥林延長を
樹諸君')で比鮫すると， ζのS年rmにおいて樹l高20m以上のVI地i拍車1材は54kmも減少したカ1， 1Qm以下の*11
地智i風林は7kmしか泊IJIIしなかった。器H也防鍋掠の滅倒効泉領域は妊長と逆に己の8年問で1.423haも減
少した。耕地l防紙林の滋綴>'JJ梁領域と紙怨発生部所の関係より.主111也紡織絡が厳重耳自IIに効果を発J捕しているこ
とがj!i1i!;1!1Iできた。

キーワ-t':割!地防風林.GlS. E量型車，カラマツ.+勝地方

おUJ~O描mu，MUNEOKA， To曲面1I，TAKEDA，ぬzuoandτSUCHlYA，町iαE甜血auonof討 nぬ陀品沼田-
ingGISinO抱負lke，Hok1岨lido
Abs回出This陀配置cltwas done to slow the de口港器eintheu由。fwindbreaks by preparing windbreaks data‘ 
加seshowing their effectiv，白出浴inpre附 lti唱 windd百n唱einO拍luke，Tokachi r唱ionin HOH仏語do.由e田氏h-
官官nostpr宅fectu陀 jn]ap.品百時四由researcllmethod was using the windbreak da祖 wi白in血eGIS依てト
graphIc infonnation systern). It w.描ahown由atthe拍凶1四gthof windbr但 ksin Otofuke incr回sedfrom 242.3 
km in 1995 to 255.0 km in 2∞3. which was a 12.71巴.min首相暗in8 yea下時s.1註twas shown由a叫t世治1et甘r閏 sp開ed舟es
usedi加nt臨h恥2暗e刊wind必b悶凶品
J仰u坤po醐匁削側側iq.)H泌a制問酔.s紛幼.A必bil白甜削s却ac伽h加01，耐i白M糊e胡捌n出s泊is雪F紅仁s鉛d伽田1m胆仰庇紛喝，丹舵旨師gfeh拘鎗jj~加R叶旨r.ω抽3師紛与 Mぬa描制$叫批t胞~r陀s. Qωo.s鈎均掴d
o註血1町 t凶r問ee田s(12.1吻.Thetr，間耐mmingof windh陀品。f出 eheight over 20 m de古田sedat54km.阻d泊epl制 t-
ing 01 windb陀akof田 eheight of 10 m or 1四sincr，阻sed7krn. In咽tIteof in骨粗sed由eext副首ionof叫nd-
br四 .ksslightly. the油eItered訂'easby哨nd勧田kde口柏田d1.4∞ha It was proved that the windbreak was 
usefu1 ior prevention of wind ero討ondamage出，roughthe reJations betw田 nthe sheltered areas by the叫nd-
b同生卸d出epI配eofthe世nderosiond苗瑚群.
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1. はじめに

北海道十勝地方は日本を{t表する畑作-であり. ト勝平

野を縦続無尽に走る防滅林と先IIとのパッチワークは，この織
の.mt級王費となっている。しかし.この防風林は.:1託観形成の
ために栂草草されたのではなく，軽同!(Ul'/'E二七議が広く分11l9"
る十勝地方で4月から6月中勾の強風による2霊感よニきわめ
て祭大な嵐会被裂を防止するために入積以来植栽されてきた

ものである。己の中央部に位癒する務箆簡丁においても，明治

総司より本格的に入摘が始まり.r為爽風jと呼ばれる春先
の強嵐怒と事長いつつ，重量業生産がfiわれてきた九日本には
珍しいとの防風林絢は，北海道庁が明治29年に制定した椅

農地選定及区爾施設規定によって「紡滋林は少なくも.18∞ 

問主草に之に総当する土地欄笠在置すベしJと幹榔欄林lこ
関する規定力冴ミされている。また，耕地防風林に隠しでは，

昭和哲朗からしだいに渓関においてl列あるいは2.H1J摘

の防嵐林造成が行われるようになり，昭和8;手に北海道庁
が「耕民主防跡事奨励規定jを定め，造成費の半額欄助する

ことになって以来，耕地防鼠体の造成が完?J車lこ進んでいっ
た九

しかし，戦後の食料紙草創部によ1)， 滋幸斡宇5紡h風林の革袋E地へ
の転悶や昭和4ωol年F以降のE厳量業機械の大皇製劉E釘{化七や井乙樹材f俄富健の減
少等等白による耕地妨鼠林の減少と十務の顔といえる妨胤本欄の

誠少カ唱徽車いているu

乙の様な2貌見象老喜獲華い，地Jcfr政綴鋼』土地域における耕地紡
風林の現状を潟蕊することによってj坊鼠林の存続を訴えてい



る門また， 1似の火学Jや縦書研究機~おこおいても ， IVJ.滋
林のE騒然を011守して立13tを・研究者吉行ってきたM1MGO ヌド綴災
は，その防災の~fl誌として， -1日発il1!!1J中央滋iに{立震愛する溺凌

臨fにおいて， GlS J:Iζ鋭機防総本*6)ヂ…51ベ…スを級事義する
ことにより緋l1!!1¥百般事与のlilt主主主総長選するとドヨjI時!こ， 選正予J絞;JIこ
の縦長から'Hl1!!r~íE刻本袴織に関する後援な行おうとするもの

であるe

2. 務究方法

2.1 対象地域

~ti醤滋 1->>寿l1!!1:ヲめ中央部. *1ぶi/iの~tに絞緩する潟E世田nま
I-g持をí~淡するする先日作鈴燦t出裕である(綴-1)0 この銭安

冊子』丸 19O)~基準級会によって鱗淡されているが，市街織で

ある水野，家主審改良ゼンタ…1"11警牧場， Z者夜間I王室苦誌の1IJl1!Jを

露まいた 18Ó)~望事総合校総資対象地主主とした (121-2)。

2.2 島幸続方法

2.2.1 耕地防総本*l基本j強関0)11:1;!i.
解析対象とした緋j自主出護主体データは.Hl9511'綾・20031je

緩の l'月事支庁終手書滋議至宝データをf甘いたりなお， トi路交ri'林
では， 10 {I:に1~室綬絞め務地防選aj;事長持笈をnっているが，

副ijj立が総出燃をペースとしているため，俗画J.この般車側1
II!!I拘踏ま林ヂータと悲XCEL上の絡役データヰをもとに解析きを
行ったe また，左足後データに持母しでは， この縁者í)弱lh~rllGり 8

5手術jにおいて5:IJ11'0)厳禁;が発生しているが.幾重量共済;こ

申立斉するほどの滋設fIま， 200211'授のみであり，このlj:)凌の

十日寿縫滋J1<務総合総まをの滋符デ…タを{史)fjしたぬ
GlS上での上題緩め打。l.xにはGlSソフト ω1aplnfo: Ver‘ 

8.0. Maplnfo おヨキ主的い.務m誕百におけるぷ本l1!!Jr;~認として
はi珂土地総長完発行の数(ii'話出鈎2奴約o(以下..紗{官l1!!隊)主主総

事
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いた。

ζ0)議本地i話機運吉下関とし，総II!!I湾総体，絞殺発't泌総1を
GlS上iこI段IJJムみ，これに対応する各{I'授の綴液凝隠の繕j

綴， i首1，詩れま正主義など(野村I!!l!必須淋)や被iH市l綴，被設1m却な
ど(五百4設のの総務:ヂ…タをExcelJ二でま騒然し，斜地l坊主語株
および削減生協下制緩IIf~デー同リンクさそきたe これらの

G路上の各後データそ)fjい， 2綴室主fドにおける級九世話奇襲王将:0)

耳署長記紛紛締結t，長持詳客分布，選喜怒とlifi風林の関係などの王寺T11
匝fにおける耕地防総体認本当斗t護側を作成した(関“3)σ
2.2.2 緋地!IVi総本お域総労j然立高島まの磁波

製品世fW.MU本と』県議0)関係そ検討するためには，銚立並立与総林
のpJj滋労IJ*~誕械を総書室する必授があるお長完h諸事本:U元主鐙する場

合(J)議j容としては話nllt支持?に「防総本IJ)I¥車線{午)fjカ言及ぶ、豪華
街jは，主義上倒lで露首i}~~0) 6 fiJit 選ま下!l!Jで351現段援といわれて

いるが，め総称のお対jな9JJ架線型jは，係長選対象物によって災

なり，一級iこ長Ij革主将の線上約jで綴i務め5i活復員ゑ滋ド{同lで

綴泌の20i阪総長室であるJと治されているべしかし，十勝
l1!!万の1111曲目主総隊に!対しては，その担j数が一終的iこ1.2担jと
少なく綴な林俄であるため.綬111め防総本主の静::1賓と淡選霊安~J壌

との撲1(，系を参:!t告した九これより綴i麗総fJJまの林持干の滋子。〉義母
硲20i宮地点における総対滋i護法裁な林帯干の線下の15i誌の
J車五\uこおける幸~J'll総長室とほぼ首j守撃のft護Zまぶしているため本餅
究における務地防厳然の有効率室哲立を滋ドに対して 15僚とし

た。そしてGISO)カスタマイズ湾総(MapBaslc: Ver.白 6.5)

を舟jい. ~I地!泌総林ヂータ(ラインデータ)から緋地l>Ji泌総
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Mj扮tnfoよで作成した耕地主持率格デジタル地i詞命各ライン長話器{こ
も.dよで議集した喜重役ヂータ寄1期連づけリンクさ投る3

lltね会わ陸後総

:定諜r!!lf生成

lBl吟3 GISでの解析フ口一
Fi再3 F10w chart of GlS Proce嶋崎

長乱戦労1>詰{調主主〔ポリゴンヂ-9)会作成した。このブ口グラ
ム行員'(1こ浅たっては，総司hrJi!具体主謀下でのね効率五節|議議長とし

て，結~，誌の 151乱期lr勾はE3史的における鼠滋f<ぷ険籾である

4 月下旬から SJ守土台jの後多鱗閣総議i待。〉潟fÎiJである~tff耳;(!:

fflいたd これさをもとに紛脱線総ごとの議委主見好'l!荘富i綴そ害事tH
し， f寺長基準総会ごとの滅験支IJlf!fi前綴そ擦れした。
このt皇室緩iと滋得分{fj闘をGIS上でき重ねあわせ， f¥Jik誌終
と滋絞め関係を検討したe

3. 幸審議および考察

3，1 幸子l!!llffにおける綴i也防総林の延長

E寿l!!前fにおける鋭機F/i道主将の現状毛主総菜差するために，
1官官5{j殺の弱flt!JIVil.'!i品分丹'i1i:s司-41ζ，200811疫の総総務総
林分Jおそ関心に示すα

これより，後夜間J全体;の特flt!J1路線林i霊祭叙緩は.1995.1ド
カ，242，3 km. 2003俸が255，Okmであり‘この8Jje r.tlで
12，7km と紛fJII~耳i古jにあることがわかった。また，町会主体を

lll.ると在日調~ft!!械の鱗絞が争裂で.策泌がま東であることがわかっ

た旬現在泌総域i主主若E立川を*iIi宗として水IIIG霊祭が発途してきた
t世長主でありJi:楽このlt!J主主のE建築容のiJ1¥l!Hι対する替手議が滋
読撃であった訪そして1告60{lすそから合高まった滅災政習をによる

III先日議議後後も耕地務総鉢に対する慾滋がIriU:しなかったもの

と考えられる。

これなさらに詳しく兇るため，長義務総合うj司1;:1:11地IVj草託事事滋

l'i'f'客誕
jiL サ，

協ーみよ
路
一
与

ふι
禁m

3築中脅喫 J 

民一
週民務'"

い二L
策"

季五f，~
TIl策4

S刑制訪

れ

九 a
h扇面必.，..""，;

W陶

芸~-6 J.透明組合矧jのよJtJ自路線林総延殺のt七千主 (19<J5，200:1) 
Fi挺.指亡。胎parisonin H矧5加 d2003 uf windbreak len長野hsin 

凶 chdistrkt 

Eえのlt章受主主l'i'っfむな.ts.問中においてグラフに税れない護霊
祭器11交の税約五fj滋鉢のi霊長は.1 km 以下であった(隊ト6)。
章者，i延長の変化において.1995年から 2003jドの白骨crmで

線機防総本主の総lilli造iこt弱1m傾向がみられたのは 18~善事組合

'11， 百耳rfvr，者!1!.~相場抜本， ii有税 iJJ乳 液jご狩， 資!l!.J;草子菱
自!.草堂狂1. J!拒蒋!の 9~建築組員会であった。この九長をも事1I域
防主主事本の延長が士駄目したのは駒場放水で9，5kmU)綴h誌で
あったむ淡に，この8{料品1で緋lt!J拶'illi!林(/)総緩f誌に減少綴
i古jがみられたのは中古若返，問中浴後.JihJ上場，上然矧J.議1I場
関， いI~ 晃. 1ごTii!I!.， r.{¥jJljの8塁塁務総長?であった6 このP主
総も事1t11金約五註林のlillU告がf減少したのはjニ1.i¥iJljで3.1km (f)減
少であった。約機関iこ関してはφ この8.1.ト前1において弱11出

防戦終の総延長!こ変化がみられなかったα このように綴E吉田J
全体では野村出防総衿の延長に綾城のま話fIlJがSiられたが，すべ
ての益還務総合が問織のぬi句会訴さず，針作出1務総本主力M母h持した
長選挙寿司会が骨lt!JUま，滅少しtd霊祭総会は謀総lゑぎをfとなし
の長室務総合が1lt!J1まとお後事事fH去によってその主義f('昔が裂な

ることがわかった。まIt，そd見!詩h詳した長義務総会l乳製間世stj
hえ斜O)j;前波が義主であるお辺関1ft'滋から策芝居にfl'LH達する燦務総
会であり，総もl!lill主主では草月lt!Jp}j選a#への滋絡が義務であると
考えられる策告!i線建誌ではあるが，五議長ぎの李基金が銚lt!J長者五誌鉢iこ
品げる怒号誌の然変化を起したのではないかと千提出lJずる。…

1j，ぉ1I臨む綴駄を多く綴殺している溺東軒T~堅苦告の産基準ま級tきで

は，ぢ l'であるが減少している。これは，この均緩め長選;ぶこ
とって裂!J患紡紙林のj'f{f.i立日常的でありすぎたため，遺棄rrに
対するtl'j訟を主立っていたのではないかと綾部iする。



ι'07 

ことがわかった。これは，カラマツhl綿地防滋林に使刻され

ている他の樹極よりも生長が早いことや.繋が密生するこ

と，移絡が持軍単であることや樋簡の罰的生産商.木材Eお皇の
緩櫛牲の商から，カラマツの防風林が促進されたことがj原因

として考えられる。しかし，徽臣、市においてカラマツやシラ

カンパは風谷危険期である，4 月下旬から 5月上旬には， ~

がまだ十分には繁茂していないとの報鈴同や環境の保全的立

場からの自生樹組などへの転換を考慮すると，今後耕地1¥11嵐

鉢を鎚殺する際には，生長は遅いが減産を北海道とする常緑

樹で，季節を湖わず少ないJ1J数でも紡風効果のli!tjいアカエゾ
マツやトドマツなどJ¥の樹種変更にも考慮しいていくべきで

あろう。

3.3:音沼田Tにおける耕地Iめ!ll林の繊[h)分布
EE更田Iの耕地防風林の樹滋はその大部分がカラマツで占め
られている。そのカラマツの寿命は 100年以上の古木も存

復するが，産業材としては 30$j'程度で更新するのが良いと

いわれておりへここで倣う務地紡風林も農家の私有形獲で

あることを考慮すると 30年程度を吏軒通期としt:。またカ

ラマツの生長に関しては，年70cm稽度。であり樹高20m

以上で樹齢30年そ迎えると考えられる。

そこで，音更町における耕地働風林の裂状を把綴するため

にや 1995年度と笈淑:1;1'疫の樹結構成右'延長割合で比較した

(関-$)。

ζれより.1995年度における音更町全体での耕地紡風林

特集時的襟冷地における鋭化E技術の別閣とi理組J(n) 

3.2 耕地防風林の総極分布

十勝地方における耕地紡風林の主な樹種は，カラマツ

(LsYU:加empj告町(Lamb.)Ca而ere)，シラカンバ (8etula

p担。ゃhyl，臼sukatch自)var.照明Ol.ica(Miq.) H町a). トドマツ

乙IIbi自制:1zaJin自由s Fr. Schm)，アカエゾマツ (Picea

gleh1lii (Fr. Schm) Masters.iである。そこでお03年君主に
おける音更町における耕地防風林の附極分布をこの主主要4

紛綴とその他に分け，焼事組合jjlJの耕地防風林総延長lζ対す

る各指種の事件四郎li!llfヰ延長の都合を主題閣として示した(関
ーη。
これより， 2003!f'疫の音更町全体の耕地紡風車材樹種目日延

長宙i合は，多い順にカラマツ'14.9%. シラカンバ9.5%. ト

ドマツ 3.0%，アカエゾマツ 0.5%，その他 12.1%であっ

た。そして務更町における耕地紡風称の樹樋鱗J買は，カラマ

ツが最も多く，音更町~地域f' 分布し，そのヰlでも音更田J西

部地区ではほぼすべての耕地I~j!ll林がカラマツで織成されて
いることがわかった。シラカンパに閲しては，脅!l!田Iの東

部・南部地域のE益事総合に多く織殺され，下士幌農事組合で
は， 52.6%とカラマツを押さえ最大の槌SY占j合j，i:lfjている。
トドマツに闘しては，少ない屯がらも多くのZ益事組合で術総
されており，常緑樹として年間を過して紡風に力を発防して

いる。アカエゾマツlこ関しては，その摘殺が非常に少なく，

縞械が行われているのは，駒場，敏旺i，E駐車1，下宮更の4
段事組合のみであった。

これより，者9!町合体ではカラマツの占める劃j合が大きく

トドマツ，アカエゾマツなどの常緑樹のおめる即l合が小さい N
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皇室務総合名

i'!i中務ll!

中音吉百

期中古百世

駒場控木

駒場

k然別

高倉

万年

斑士狩

音JI!

駒場関

駒場南

斑詩箆

まま !IJ 

東和

下士輔

下背ll!

然抄j

構成古れる耕地防風林では充分な減嵐効果が期待できず，防

風林カ可字tF.するにもかかわらず.I!P.I:食の1在検伎にさらされる
ことになる。

3.4 風容と紛地I坊脚本の関係
笥宝酒fにおける緋地防鵬初有効性を縦正するために，ま

ず1995年度と2003年度の幾百罪組合到の農地節税に対する

滅胤効果領域を比較した〈表-1)。

これより，脅51!留J全体における減嵐効果領域の面積は
1995年度では7.102ha， 2∞3年度はえ.679haであった。耕

地防風林の総延長が1995年度242.3km， 2003年度255.0

1閣ととの8年間に12.7km縛加したにもかかわらず官吏町

会体における減嵐効来領域は1，423haも減少したことが明

らかとなった。

次に屋益事総合別に1995{!'度と2∞3年度を比較すると 18

般事総合中， ζの8年間で減量aWJ梨領減が幸吉:Fではあるが
鴻加したのは駒場説木の1地区のみであり，残りの1H主事

組合については，すべて減少しているζとがわかる。

また.11基地面積に対する滅嵐効泉領域のE軍機寄j合を検査Eし
たところ.20世3年度において脅E吉田I全外では19.6%と，現
状では全農地の約8寄jがsil苦手の危険性があることが分かつ
た。

また.2∞3年度における宮東町のZ益事組合別で滅嵐効果
割合が綴も瀦いのは豹場の46.2%であり，次いでi弱いのは
中音受の41.7%.議も低いのは下士棋の3.2%と.袋署E組

合によってかなり差があることがわかった。乙の綴に.農事

組合晋IJでは，その農地のほとんどそ風認の危険にさらしてい
る地区もあり，早急な耕地防風林の儲栽針簡を樹立するζと

がE霊まれる。

]9.6 却 55.訂91，102 却，田7合計・平均

樹2苦日目延長割合は，樹街5m未満が4.0%.樹溺5m以上

10m米満が8.6%.樹溺10m以上15m未満が8.8%.樹

高 15m以上20m未満が23.9%.樹筒20m以上54.7%で

あった。そしてすでに更新通司を迎えていると考えられる樹

高20m以上の耕地紡風林は全体の54.7%であるのに対L.
近年横哉されたと考えられる紛部10m未満の耕地防風林は

全体の12.6%と低く.耕地防風林の受新状況カ切しくない

ζとが示された。

一方.2003年度における音更II!J全体での耕地紡風林普賢!iili
刻延長都合は，樹街5m未満が6.6%.樹高5m以上10m

未満が 14.9%. 樹高~ 10m以t15由来満が15.6%.者封筒

15m以上20m未満が32.1%.樹高話20回以上30.8%で

あった。樹務20回以上のまn提出防風林は全体の30.8%であ
るのに~Jし. 10m未溺の耕沼紛服林は全体の21.5%であっ

た。己の結果と 1995年度を比較すると更新適期の耕地紡風

林がiX探され，新たな耕地紡風林の櫛殺が進んだといえる。
しかしこの8年隙において樹溺20m以上の耕地防風林延
長が25kmも減少したのに対しt 10m以下の耕地防嵐林は

7kmしか湘加しておらず，耕地I¥Ijsil林のf主流繍栽状況か
らjt.ても今後の耕地防跡事の整備に不安カ被るものである。

次に般事組制自に緋櫛J脚本街凶器リ延長割合そ比較した。

19宮5年度において.総務Ij20回以上の耕地紡風林の占め

る劃j合が綴も大苦かった農事組合はE知器荷，然知jの100%

であり.次いで大きな割合を示したのが，宮f]芭の74.5%.

駒場i!!iの70.7%.策士狩の70.5%.束事!の70.3%であっ

た。逆に，近ifoj誼殺されたと恕われる 10m米海の耕地!坊風

林の占める割合が綴も大きかった農事組合は，主主音吏の

55.0%で.次いで強圧!の39.6%.駒場i!!iの29.4%.策者Iの

23.7%.下孟持見の22.2%であった。

一方.2∞3年では，樹術20m以上の耕地防風林の占め

る都合が議も大きかった農務総合は駒場南のi∞%であり.

次いで大きい掛j合を示したのが.然~IJの 93.7%. 上然別の

47.7%. ，t，脅史の47.6%であった。逆に 10m米満の耕地防
麟林の占める割合iJt.緩も大きかった段事総合は駒場筋で1ω
%であり，次いで東和の52.1%.東宮E互の36.8%.重量図の
34.8%.策士t:fの32.2%であった。また，樹罪事10m未満の
耕地紡風林の占める割合iJl，総路20m以上のそれより大き

かった幾事級会は，潟J重量，東土狩，務ll!.駒場在9.東音質，
駿田.J転車1.下士綴の8s皇務総合であった。街中音受，中
音更，雨中宮:};E!.豹場，~.駒場，上然別，万年，駒場者包

下音更，然倒の10A華事総合では綴i高20m!;ιtの耕地紡sil
林の占める苦手j合が，樹瀦10由来濃のそれより大きく，持

lこ，下音}I!，然別では樹首~20m以上の割合が樹務 10m米

満の割合の 5倍以上と~I;常に危険な状況にあった。

これらの総菜より.1995年度.2003年度において音更町

会{本にfX協麟が迫っている溺齢な耕地紋脚本が多いことが
わかった。今後，このi高齢な紛地防風林カ被律するj湾に，こ
の妨民体に沿った幼萌の綴地防風林の繊裁を行い，ある程度

生長してから伐採を行うなど適正な更新を行わないと，急激

な耕地防舵林の減少につながるばかりでなく，若年の低木で

I土・5官附・武[IJ. :1:谷4田
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これらO)l諸県は，耕地IW，Jlj*の樹高でも述べたが，近年lこ
櫛載されたう街母親地防風林が，その樹?Jiが低いために大きな
滅嵐匁J巣綴i曜を発生させることができず，防脇林の続殺延長

はt盟主日したものの減風効果領域に関しては減少させたことに
よって引き起こされたものである。己の紡浪は，傷後する都

立;市における組側1抑fíhl\\:林の劉~~でも肉様な傾向が報告されて

おりベこの悶越は，官吏田Tばかりでなく，十勝地ゾJ全体の

特集 f税蛍容10地における鋭化工技術の現状と3盟組J(11) 4倒

L4L一 三

る伺偽

hキr

_ lt:Jii!::!tゼンワー+線民~
-ーー 初期修&lφ 'ー・

究書ーを俊'"金

ーーーー 併ttM'B隆H J lfnJ.i治

図-5背E在阿1における耕地防組J*分布 (2003)
F栂.5 Map of windb問'aksdistribuL.ion in Otofukeロ似品)

.. 一-‘" 

寸・

2舶を年Z生援l!HIIl!l (・7

.000 

，闘

。 嗣

発1.. )ち接続合れ3

.，・'"
"・""初ー'"
a。・，.

0・"
図 10 弘正日般弾J民領域と級世lijjjj績とのl瑚係

Fi，g. '] 0 Relation between she1tered酔 rcentageand明 ndoero-
sion damage area加 Oloful世

間E重であること力守量河期される。
次に.音更聞Tにおける却Ilt!!防風林のA思議に対するl~jJ上効果

をGISで検託するため， 2003年度における耕地紡風林の減
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写真 1 樹高のf.なる部分より構成されたfJtJ由紡組林〈鉛Q5.2)
Pbot.l 割問 w.indb陀盆kwi出 atal1 part and a low part (:剖苅5.2)

思効果領域間に風後発生箔所閣を重ね合わせた(拠-9)。

これより，耕地l¥!iE毘林の減嵐効娘領域と嵐官発生i笥Oiの関
係を音更町全体でみると，耕地防風林が衝である音更町商部

では風容が少右く，調?地防風京本が織である東部で』地25が多
いことがわかった。また，風j!iはほとんどが減淑究u，巣領域外
で発生しており，耕地拶5TJa林が成立1紡止に効泉を矧iiIlしてい
るζとが再硲遣i!できた。
このh棟をより鰐明にするため，袋署4綴合iJIJの減現効製剤
合とhlil告発生面積との関係の:尚喜図を作成した (181-10)。な
お， 減嵐効果、~J合とは，耕地商績に対する防風林の}威風効果

領域の事j合である。

これより，紙風効梨両j合の{まいIJ:I著書組合では嵐雛E童生産ii:f.置

が大きく，減嵐効望書湖j合のみういJJ:!事組合では風省発生田1績が
小さいことがわかった。ただし.その糊側関係を*ftl計約に検

車Eしたが，ぬ，習な綴!鶏IlIIf系を得るにはき在らなかった。
だが，図4・91.土.明らかに耕地紡風林が風t!HtjJ!に役
立っていることを示しており，この織な税.r.tに訴えることの

できるデータベースを構築していくことは，測地防風体減少

iこ揚止めをかりる有効な手段のーっとなりえるとJ考える。

3.5 -J)凶器削琳榔!畠と風主主党主主箇所との関係

前述したように，音更町全体でみると，斜地防勘除が臣告で

ある斉湖沼郡では風谷が少なく，耕地防跡事力可確である東

部では風説1古移の、った。しかし.部分的には斜地防胤林の減
滋XJJ梨領域と風惑発生尚子frが重なる均所が克られた。
そこで，減嵐効果領域と風機発生協所が重なる上然月IJJll!事

組合内において現地跨査を行った(図ー11)。この結果， 上然

~IJJll!事組合内の写真-1 の地点では， 一 連の耕地問mil林が写

真左手の続前の高い緋地紡風林と写t~ti手の樹高のi証い朝?地

防風林から構成されていることがわかった。十勝却す事11在に
おいて.この斜地紡風林は一連の耕地防風林として記録さ

れゆ属性データの樹1泌も船、部分が~Q録されていた。 これよ

り，GIS上で作成したこの耕地紡脇島本の減風効架領域カ月畠大

表現さtt. hlíll.lf箇所と重なり合ったことカ斗~JJiJlした。また上

然別農事組合内の~Sï-2 の地点の事件地紡風林(;1:，写真に見

られるように林、街度が非常に様であることがわかっfむこれ

写真-2 林街!l!が雌な相IJIl!~í風林 (2∞5.2)

Phot.2 τ'he windbreak叫th叩 剖羽 forestdensity (2∞5.2) 

は， ー般に耕地防風林は通風度4ト 20%のときに効果が大

きいといわれているmがこの場合，通規療はカラマツの繁茂

期においても 80%以上あると被測され，耕地i坊風林として

2朗建E対象とすること自体が問題であったものと怨われる。ま
だ この2協所以外にも，ー述の耕地初版林として紀殺さ

れているが，その中測にすき閥均呼:l'l'E喧る防風林や樹種構成
が巽なるために逃îEな遡鼠本以上の耕地II~iE毘林などが見受け

られた。

このように， Z鞠Hな踏査を加えていくことによって，より

h内、~ ). 
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斜地取f盟主林のJffi!;容に対する効泉jj甲Jfjらかとなった。今回の絢

査では，音更町内のごく一部である上縦日産量事組合しか.詳

線総主主の対象としなかったが.この織な翻査を加えることに

よって，耕地防滋林のー腐の効果発現につながり，耕地sJi.!li.
林の織殺と.!li.~滅の関係にも組問を見出すことができる

ものと怒われる。

4. まとめ

今簡の劉資により.十勝地方の'1""明Eに位置し代表部jな畑
作地帯である苦言ー更町の耕泡防風体は， ζの8年間に延長に

おいては務干の縞加が見られた。またその分布は音更町西部

において密であり，東部において政であるζとがわかった。

耕地防滋林の樹濯に関しては，カラマツが庄鎖的に多かっ

た。しかし，十勝地方の胤答危腕時期の春先においては，カ

ラマツの奨は減風効巣を発抑ーするには卜分iこ紫綬していない

ため，今後の更新を考える場合は， トドマツ.アカエゾマツ

などの常緑紛に変換していくことも必E重であるう。
耕地IIW.厳守本の樹高分布iこ関しては， 1995年， 2003年商年

ともに{財=の務問地紡風林が少なく，受1'A遺書関を迎えてい

る20m以上の耕地防風林が多いことカ，IfJJJらかとなり，この
ような状態が絞くと，近い将来には線地紡風林の急激な減少

につながる心箆がある。これを考えると， .!JitEの妥新通期を

迎えた耕地防風林では更新のための準備を今すぐに行う必裂

があろう。

耕地防胤林の減風効巣領域と風迎発生態1所のl!!I係老検討す
ると，防筋林の多い筒剖地区では是正主主の発生が少なく，耕地

紡風林の少ない策部地区では，浪芸普の発生が多いととがわ

かった。 ζれより， 1!11.~普防止に耕地防風林カ号機能しているこ

とカ，¥sJJらかとなった。しかし，その位置関係を詳しく見る
と耕地防風林が総裁されているにもかかわらず風答が発生

している鰯所が児奨けられた。これは，E毘鐙発生館所の耕地
防滋林の属性データの項目古河ミ十分であり，耕地防風鉱の滅

風機同盟盟主な務自のひとつでiI;)る政治・蹴官朗読されていな

かったことによるものと考えられる。 Z見径の耕地時wsa林デー
ヲベースIこ，乙の耕地即r;.!li.林の磁器詰度を加えれば，よりiE惨

な*lf地防風林の滅滋効果綴域そ推測するζとが可能となり.
ir:Jitなfi.l¥¥1!f予測関の作成が可能になるものと考えられる。

綴後に， Z苦!1!町におけるこの8年間の耕地I始風林の延長
変化と滅感効架領減の変化を比較すると，延長においては務

干の羽加綴向を示したが，減滋効果領械については大きな減

少を示した。この結果は，耕地防風林の更新に関して更新通

期そ迎えた耕地防風林に対する次奴耕地紡滋林の繍殺の準衡

を怠ってきた車古巣であると考えられる。生長の早いカラマツ

でさえ，紡脚本としての効果を表すためには 10年以上の綴

月を裂し， ζれを考えれば，先人の知惑を継続するためにも

伐嫁適木を迎える耕地防胤林の潟明綴裁を促進していく必裂
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があろう。
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